
６月の休館日

（展示室）   　
　５／10（土）15：00 ～

（展示室） 　　　　　
　５／３（土）・17（土）15：00 ～

（展示室）   　　
　５／15（木）10：30 ～

（展示室） 　  　　
　５／24（土）15：00 ～

（展示室）
　５／23（金）10：30 ～

（研修室） 　　　　　
　５／24（土）13：30 ～

（ゆや分館）   　
５／10（土）・24（土）15：00 ～

５／８（木）・22（木）
５／14（水）・28（水）
５／16（金）・30（金）

５月の休館日５月の休館日
６（火） ７（水）12（月）19（月）26（月）

５（月） ６（火）
７（水）12（月）19（月）26（月）

●
日
時
　
４
月
27
日
（日）

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
　
展
示
室

●
時
間
　
①
10：

30
〜
、
②
15：

00
〜

●
内
容
　
紙
芝
居
あ
り
、
お
は
な
し
あ
り
の
楽

し
い
お
は
な
し
会

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
上
映
会
の
お
知
ら
せ

長
門
ゆ
か
り
の
映
画
監
督
「
五
十
嵐
匠
」
監

督
の
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
３
日
（土）

10：

00
〜

５
月
４
日
（日）
、
５
日
（月）

①
10：

00
〜
、
②
12：

30
〜
　
③
15：

00
〜

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

●
参
加
無
料

上
映
す
る
作
品
は
、
小
学
生
に
も
鑑
賞
で
き

る
よ
う
再
編
集
さ
れ
た
も
の
で
日
本
語
字
幕
付

の
も
の
を
上
映
し
ま
す
。

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

幕
末
期
に
、
イ
ギ
リ
ス
へ
命
が
け
で
密
航
留

学
し
た
５
人
の
長
州
藩
士
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
描
い
た
作
品
。

４
月
29
日
（火）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

４
月
29
日
は
「
昭
和
の
日
」
で
祝
日
で
す
が
、

本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
、

本
館
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

分
館
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
す
。

Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
開
館
日
に
つ
い
て

本
館
は
、
５
月
３
日
（土）
〜
５
日
（月）
を
祝
日
開

館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

分
館
は
、
５
月
３
日
（土）
・
４
日
（日）
を
開
館
し
、

５
日
（月）
は
休
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

５
月
６
日
（火）
は
振
替
休
館
の
た
め
、
ま
た
７

日
（水）
は
館
内
整
理
日
と
な
る
た
め
、
本
館
・
分

館
と
も
休
館
し
ま
す
。

子
ど
も
読
書
の
日
イ
ベ
ン
ト
開
催

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」。
４
月

23
日
か
ら
５
月
12
日
は
こ
ど
も
の
読
書
週
間
と

な
り
ま
す
。
今
年
の
こ
ど
も
の
読
書
週
間
の
標

語
は
『
こ
ん
に
ち
は
、
新
し
い
本
』
で
す
。

５／３（土）13：30～

「よりぬきキテレツ
大百科④」
（100分）

５／24（土）13：30～

「トムとジェリー⑱」
（40分）

新
着
案
内
（
一
部
）

「
角
兵
衛
獅
子
」
大
佛
次
郎
、「
南
大
門
の
黒
壷
」

岩
井
三
四
二
、「
小
説
防
衛
省
」
大
下
英
治
、

「
い
つ
か
は
恋
を
」
藤
田
宜
永
、「
福
袋
」
角
田

光
代
、「
夜
を
守
る
」
石
田
衣
良
、「
母
に
歌
う

子
守
唄
そ
の
後
」
落
合
恵
子
、「
オ
ン
・
ザ
・

ロ
ー
ド
」
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ル
ア
ッ
ク
、「
魔
王

（
上
・
下
）」
キ
ム
・
ジ
ウ
、「
名
作
の
書
き
出

し
を
諳
ん
じ
る
」
谷
沢
永
一
、「
墨
で
描
く
白

の
世
界
」
芝
龍
郎
、「
こ
だ
わ
り
お
り
が
み
紙

を
染
め
て
お
る
恐
竜
」
高
井
弘
明
、「
い
ち
ば

ん
わ
か
る
間
取
り
の
本
」
主
婦
の
友
社
、「
家

で
病
気
を
治
し
た
時
代
」
小
泉
和
子
、「
３
度

の
食
事
を
補
う
２
歳
か
ら
の
お
や
つ
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
牧
野
直
子
、「
庭
と
コ
ン
テ
ナ
で
楽
し
む

球
根
草
花
」
日
本
放
送
出
版
協
会
、「
道
草
料

理
入
門
」
大
海
勝
子
、「
永
田
農
法
ト
マ
ト
の

本
」
永
田
照
喜
治
、「
曖
昧
力
」
多
湖
輝
、「
元

銀
行
マ
ン
が
ソ
ッ
と
教
え
る
買
っ
て
は
い
け
な

い
金
融
商
品
」
佐
藤
明
ほ
か
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仙台での凱旋パレード
中、突如爆発が起こり、

新首相が死亡してしまう。元宅配ドライ
バーの青柳は、首相暗殺犯の濡れ衣を着
せられてしまうことに…。
この巨大な陰謀から、果たして青柳は逃
げ切ることができるのか！？

長
門
市
に
は
自
然
石
に
よ
る
板
碑
（
卒
塔

婆
）
が
四
ヵ
所
あ
る
。
板
碑
と
は
、
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
死
者

の
追
悼
供
養
の
た
め
に
建
て
た
平
板
石
の
塔

の
こ
と
で
あ
る
。

石
に
は
、
仏
陀

ぶ

っ

だ

、
梵
字

ぼ

ん

じ

等
が
刻
字
し
て
あ

る
。
県
指
定
有
形
文
化
財
の
日
置
利
生

り
し
ょ
う

山
永

福
寺
跡
卒
塔
婆
は
、
坂
本
集
落
の
山
麓

さ
ん
ろ
く

に
あ

っ
て
高
さ
八
五
㎝
、
幅
五
九．

六
㎝
の
自
然

石
で
、
寛
喜
元
年
九
月
一
八
日
（
一
二
二
九
）

「
百
基

ひ

ゃ

き

為
願
所

ね
が
い
の
た
め

御
祈

ご

き

祷
也

と
う
の
と
こ
ろ
な
り」
と
し
て
物
部

も
の
の
べ

守
圀

も
り
く
に

の
刻
銘
が
あ
る
。
県
下
で
二
番
目
に
古

い
卒
塔
婆
で
あ
る
。
守
圀

も
り
く
に

は
日
置
八
幡
宮
の

造
営
に
も
係
わ
る
長
門
国
の
豪
族
で
あ
る
。

こ
こ
は
追
悼
供
養
と
い
う
よ
り
祈
願
所
の
石

碑
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
市
指
定
と
し
て
向
津
具
久
津
に
あ

る
自
然
石
板
碑
は
、
中
央
部
に
三
つ
の
月
輪

が
ち
り
ん

が
描
か
れ
、
そ
の
中
に
釈
迦
三
尊
の
梵
字

ぼ

ん

じ

が

刻
ま
れ
て
お
り
、
蓮
弁
も
あ
る
。
自
然
石
の

高
さ
一
一
八
㎝
で
建
立
は
鎌
倉
時
代
後
期

（
一
三
〇
〇
頃
）
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
伊
上
小
学
校
の
南
方
の
旧
長

安
寺
跡
に
二
基
建
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
も

市
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
一
号
碑
は
、
高
さ

一
二
六
㎝
、
砂
岩
の
自
然
石
で
、
や
は
り
こ

自
然
石
板
碑

し

ぜ

ん

せ

き

い

た

び
（
卒
塔
婆

そ

と

ば

）

日置利生山永福寺跡卒塔婆

日置利生山

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
霧
の
発
生
が
多
く
な

り
、
海
上
で
は
船
舶
の
衝
突
や
乗
揚
げ
事
故
等

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

視
界
不
良
時
の
海
難
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
見
張
り
要
員
の
増
配
置
、
レ
ー
ダ
ー
を
有
効

活
用
し
て
の
見
張
り
の
励
行

●
他
船
の
動
静
を
把
握
し
、
適
切
な
避
航
動
作

が
と
れ
る
安
全
な
速
力
で
の
航
行

●
避
航
の
た
め
の
進
路
変
更
等
は
、
他
船
に
誤

解
や
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
、
十
分
に
余
裕

の
あ
る
時
期
に
大
幅
に
行
う
こ
と

●
最
新
の
気
象
・
海
象
情
報
を
入
手

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
イ
チ
バ
ン
親
切
な
和
食
の
教
科
書
」
川
上
文
代
、

「
癒
し
力
」
鳥
島
圭
介
、「
う
ち
の
３
姉
妹
⑥
」
松

本
ぷ
り
っ
つ
、「
女
と
男
の
更
年
期
」
小
山
嵩
夫
、

「
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
の
ひ
み
つ
」
く
ぼ
や
す
ひ

と
、「
こ
ろ
こ
ろ
お
む
す
び
」
真
木
文
絵
、「
昆

虫
た
ち
の
擬
態
」
海
野
和
男
、「
す
っ
と
び
犬
指

名
手
配
」
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
ほ
か

濃
霧
に
よ
る
視
界
不
良
に
注
意
！

こ
も
中
央
部
に
三
つ
の
月
輪
、
そ
の
中
に
釈

迦
三
尊
の
梵
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
中
央
に

釈
迦
、
左
右
の
脇
侍

き
ょ
う
じ

に
は
文
珠

も
ん
じ
ゅ

、
普
賢

ふ

げ

ん

菩
薩

を
配
置
す
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
菩

薩
を
梵
字
で
表
す
風
習
は
古
く
古
代
イ
ン
ド

釈
迦
族

し

ゃ

か

ぞ

く

の
形
式
に
習
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
一
号
碑
は
鎌
倉
時
代
後
期

（
一
三
二
七
）
の
建
立
で
あ
る
。

二
号
碑
も
近
く
の
境
内
墓
地
に
あ
っ
て
、

高
さ
一
一
七
㎝
、
砂
岩
自
然
石
で
同
じ
よ
う

に
月
輪
を
描
き
上
部
に
は
阿
弥
陀
如
来
、
下

方
に
勢
至

せ

い

し

、
観
音
菩
薩
の
三
尊
が
刻
ま
れ
て

お
り
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
（
一
三
二
〇
前
後
）

の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
は
世
情
も
揺
ら
ぎ
、
朝
廷
も

南
・
北
朝
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

時
代
背
景
か
ら
か
、
信
仰
に
熱
心
で
多
く
の

石
造
仏
や
卒
塔
婆
あ
る
い
は
宝
篋
院
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

な
ど

が
建
造
さ
れ
て
い
る
。

旧長安寺跡板碑（伊上）

旧長安寺跡

久津板碑


